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人間は他の生物と似ているところも多

いですが、明らかに異なっているところ

もあります。私たちはこのような類似点、

相違点をゲノムのレベルで明らかにしよ

うとしています。人間を生物としてとらえ

るときには、日本語では片仮名を用い

て「ヒト」と表わします。ヒトに進化上一

番近い生物は、類人猿です。その中で

も、チンパンジーとボノボ（ピグミーチン

パンジー）が最もヒトに系統的に近いこ

とがわかっています。そこで私たちは、

チンパンジー、ゴリラ、オランウータンと

いう類人猿のゲノムの一部分をヒトゲノ

ムと比較するという研究をしています。

比較しているゲノムの部分としては，ヒト

21番染色体長腕全体（3300万塩基）、

HoxA遺伝子群（20万塩基）、Rh式血

液型遺伝子（20万塩基）です。また、

ゲノム中に散らばっている103個の遺伝

子を調べて、ヒトがチンパンジーとの共

通祖先から別れた後の約600万年間

に、ヒトの進化系統で蓄積したアミノ酸

の変化は、およそ8万個だっただろうと

推定しました。このような変化の中の一

部分が、特に著しいヒトと類人猿との違

いを生んだのだろうと考えられます。

ヒトゲノムと類人猿ゲノムを比較して
ヒト特異的な遺伝子の変化を探る

斎藤成也
情報・システム研究機構 国立遺伝学研究所集団遺伝研究部門
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昆虫のゲノム解析は、ショウジョウバエ

とハマダラカ（いずれも双翅目に所属）

が先行して進められてきたが、わが国を

中心にしてカイコ（鱗翅目）のゲノムが解

読され始めており、すでに約80%の塩

基配列が解読された。

私たちは、おもにcDNAの解析からカイ

コのゲノムには多くの特異的な遺伝子

が存在することを示すとともに、トランス

ジェニック技術やDNAマイクロアレイな

どにより鱗翅目昆虫特有の遺伝子ネッ

トワークを解明しようとしている。今回

は、進化の過程で細菌から鱗翅目昆

虫へ水平移動したと考えられる遺伝子、

鱗翅目昆虫固有の生体防御遺伝子、

およびカイコ特有の性決定の仕組み等

について解説する。

また、カイコは野外でまったく生存でき

ない究極の家畜であり、これは養蚕の

歴史5000年の間に人間による選抜で

ゲノムが改変されてきたためである。カ

イコの野生種であるクワコのゲノムをカ

イコのそれと比較すれば、カイコの家畜

化の歴史と人間の営みの両方を解明

することができる。その研究計画につ

いても解説する。

カイコのゲノムの特徴

嶋田　透
東京大学大学院農学生命科学研究科
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私たちは植物に囲まれて暮らしていま

す。そして、屋久島の縄文杉が何千年

も生き続けることを知っています。しかし、

なぜそのようなことが可能なのかは現

在でも謎です。このような能力は長い

進化の過程で植物が独自に獲得して

きたものであり、植物のゲノムに書き込

まれてきたはずです。しかし、異常な細

胞が増え続けていたのでは全体がガン

細胞の固まりのようになってしまいます。

植物が長く生存するには、正常な細胞

を絶えず作り続けることが大切なので

す。それでは、正常な細胞はどのように

作られているのでしょうか。私たちヒトと

同様、植物の体はたった１つの細胞、

受精卵から出発します。そして様々な種

類の細胞が、時と場所に応じて正しく

作り分けられていきます（図１）。このよ

うな細胞運命のしくみを研究するため

に、実は小さなコケがとても役立ってい

ます（図２）。コケは日本庭園を代表し、

国歌にも登場する私たち日本人の文

化とは切りはなせない植物です。私た

ちはコケのゲノムを読み解き、細胞の

運命を決めるしくみを調べているので

す。どのように細胞運命が決まるので

しょうか。また、何千年にもわたり正し

く細胞を作り続けることができる植物の

能力とはどこからきたのでしょうか。

コケ！が教えてくれる―植物細胞の運命、進化―

藤田知道
自然科学研究機構 基礎生物学研究所
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（図１）研究材料のヒメツリガネゴケ（左）と
その横断面に見られる様 な々細胞（右）

（図2）細胞の運命を決めるものは何なのか

「ダウアー」という言葉を知っていますか？

知りませんよね。マニアックです。「インス

リン」はどうでしょう？こちらは耳にしたこと

があると思います。ダウアーは線虫とい

う動物が厳しい環境に置かれたときに

変態する型のことをいいます。

進化とゲノムを考えるには、異種生物間

のよく似た遺伝子「ホモログ」という概念

が欠かせません。進化の過程で保存さ

れよく似ている遺伝子は生物にとって大

切なものであると考えられるからです。ヒ

トの血糖値を制御するインスリンととも

にはたらく因子も、線虫のダウアーへの

変態の制御に関わる因子とホモログの

関係にあります。

こうしたホモログの存在から、ヒトの遺伝

子のはたらきや病気の原因を解明する

のに、他の生物をモデル生物として使う

という発想が生まれます。私たちは線虫

「Ｃ．エレガンス」をモデル生物として研

究をしています。私たちの細胞の数が約

60兆に対してゲノム遺伝子数が約3万、

線虫は約千の細胞に対して遺伝子が約

2万。私たちがより複雑な個体を持つに

もかかわらずゲノム遺伝子数あまり変わ

らないことは何を物語るのでしょうか？

展示場では、Ｃ．エレガンスのことを中

心に、進化と遺伝

子機能のことを考

えます。

くらべてみようヒトと線虫

黒柳秀人
東京医科歯科大学大学院疾患生命科学研究部
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ゲノムでわかる
進化の秘密

ゲノムでわかる
進化の秘密

ゲノムでわかる
進化の秘密

ゲノムでわかる
進化の秘密

チンパンジー ゴリラ

↑の写真は本文中に出てくるダウアーと、
それに対応する時期の幼虫を同じ縮尺で
並べたものです。違いが分かりますよね。

→は線虫の卵が受精して
から第一分裂をするまで
の写真です。展示ではこ
れをライブで覗けます！ち
なみにこの写真、順番は
A→B→C→Dで、並べ
間違いではございません。
何が起きているか分かり
ますか？


